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化皮膜の表面化学状態、及び深さ方向の元素分布を測定した。その結果、Fe, Cr, および Ni を主たる構
成元素とする SUS304製の電極を用いて表面処理を行った場合では、陰極スパッタリングによりプラズ



































られる。また、クロム原子の発光強度を比較すると、Ar または Ne ガスプラズマの場合、O2 ガスプラ
ズマに比べ多量の Cr がプラズマ中に供給されていることが明らかになった。X線光電子分光法（XPS）
を用いることにより、Ar, Ne, および O2 ガスを用いた純 Cr 製中空陰極型グロー放電プラズマ表面処
理法にて作製した酸化皮膜の表面化学状態、深さ方向の元素分布、酸化皮膜の成長速度の比較を行い、
酸化皮膜の形成メカニズムを考察した。XPS による化学状態分析の結果から、純 Cr 製の中空陰極を用
いることにより Co–Cr–Mo 合金試料の表面に Cr2O3 を主成分とする酸化皮膜が形成されることが明ら
かになった。ただし、Ar または Ne ガスプラズマを用いた場合には、酸化皮膜の内部に金属状態の Cr 
が共存することが判明した。また、O2 プラズマを用いた場合には、試料最表面にのみ CrO3 も形成さ
れることが判明した。これは、Ar および Ne プラズマに比べ、O2 プラズマではより強力な酸化雰囲気
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